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世
坭
の
文
化
劣
れ
る
地
方
並
び
に
過
去
の
時
代
に
於
け
る
人
ロ
に
對
す
る
障
碍
に
就
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近
代
の
歐
羅
巴
諸
國
に.於
け
る
人
ロ
'に
對
す
る
障
碍.に
就
ー
て
:■'

人
ロ
源̂

ょ
り
生

>
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石
.

害̂

の.

餘
.

去̂

^ !

的
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^:
^

嘗

て

社

會

に

提

案

さ

れ

又

对

實
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:

さ

れ
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諸
種
め
制
度
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湫
方
笟
に
就
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人
ロ
朌
則
ょ̂

坐
す
る
善
惡
の
除
去
及
び
綏
和
に
關
す
る
吾
人
の
將
來
の
豫
想
■

'、' 

1
'
へ

■

* こ
-へ

-ご
-
.

•

'
i
f .

領
土 '

资
嫄

•

生
«

組
_

か
处
免
喪
縣
: -
¥

が
.

に
加
ふ
る
：に
熝
大
な
海
外
词
胞
の
歸
還
ぁ
り
片
一
太
依
然
ノ 

た
る
高
出
生
率
と
相
俟
つ
て
、
我
が
國
は
择
史
上
呆
骨
有
の
人
ロ
说
剩
國
と

.

な
つ
? :

。
H

本
！$©

の
大
前

.

 

提
が
、

1

取
せ
る
人
口
制
卿
に
，^̂

こ
と
，

は
！
：

人
に
も
嫌
明
を

^

し
な
い
。
マ
ル

•

サ
ス
> A

n
.

拟
則
が
特
別
, ' 

の
重
耍
さ
を
持
つ
て
今
贸
の
郝
く
振
返
へ
ら
を

>

^

ど
令
：1

1
'

の
如
き
は
な
い
。〈

本
祉
抓

.

資
材
不
自
1 1
1

な
る
パ
.
一
 

現
亦
、
こ
の
八
七
四
頁
の

1

^

.

を
敢

1

で
列

«

^

る.

所

以

は

、
，

.

朝
野
の
人
士

1

2

、‘
こ
の
我
が
國
C D

現
肥
を

.,
-
-
:
' 

\ 

豫
想
し
て

_

成
さ
れ
た
か
の
感
ぁ
る
八
ロ
ね
，鐵
則
を
呔
諝
す
る
機
綠
を
提
供
し
、
新
々

.

マ.

ル
サ
ス
生
義
を
、 

.

確
立
し
、
以
つ
て
新
し
き
は

2

本
の
雜
設
に
資
し
た
ぃ
が
? '
:

め
.

に
他
な
ら
な
ぃ
\°\

奈

，
良

時

代

の

商
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人
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つ
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彌
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-
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諸

樂
f

藥
I

の

僧

景

域

が弘
仁
年
間
S

は
し
'た

と稱
f

れ
るT

日
本
國
現
報
善
惡
置
記」

は
響
の
因
果
應
報
の
理
を 

'

、
人
々
i

す
f

に
、
I

F

冥
I

、
唐
の
.

「

般
若
I

」

に
な
ら
つ
て
'
例
を
日
本
に
採
_

廣

の

■

請

ダ
 

もQ
K

f

と
芦
ふ
が
、そ
，の
全
篇
を
渫
い
て
感
ぜ
ら
れ
る
も
の
は
、後
世
の
因
果
應
報
論
の
.
_き
、
朱

爽

來

«
と
云
：
ふ
如
き
甚
だ
遠
ー 

,

成

果

ォ

む

るI

f
ず
し
て
現
1
の
.そ
れ
て
あ
-1
>
、
‘た
と
へ
現
世
な
ら
す
'と—

假
死
の
人
が
蘇
生
し
で
更
.#.
$,
程
«:
齡

が

# 

に
.
.そ
の
結
^

^
現
は
れ
義
世
主
韻
的
の
も
の
.で
t

o
通
常
佛
敎
矣
へ
ば
靨
的
で
あ
り
、

無
常
思
想
：

•：：

禁

慾

薩

故

暴

1: 

す
る
力
こ
の
I

は
左
樂
も
の
.、
片
管
も
見
W
し
得
な
い

°̂
現
實
の
馨
を
願
ひ
、
名
利
を
望
ん
'で
信
仰
■
F
.
o
v例へ
i
i >
: 

.を
失
へ
る
貧
し
き
諸
■
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少
女
は
觀
馨
薩
を
信
仰
レ
、
、菩
薩
像g

手
に
繩
を
擊
ぎ
、.
•そ
れ
を
f

t

、
我
に
福
を
施
せ>
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ぐ
と
唐
泣
い
て
せ
I

て
，、-遂
に
奇
事
あ
つ
て
大
富
を
得
る
如
きV

へ
中
歙
碁
或
は
天
平
勝
寶
の
热
、
御
手
人
東
人
と
I
 

|

山
に
入
っ
て
法
|

、
觀
音
Q

i

稱

量

銅

鐵

萬

貫

、
臬
萬
石> 

i

f

 

f

lを

施

せ

参 

甚
裏
深
き
祈
願
を
v

n
が
、
こ
れ
も
結
局
信
仰
の
'功
德
に
ょ
づ
て
S

を
得
る(

上
卷
|

「
〕

矣
つ
た
如
I

あ
る
。
ぃ
く
人
嘗 

奚
豐
か
に
遂
る
こ
と
を
理
f

し
て
ゐ
る
以
上
、
致
富
，へ
の
諸
，I

爲
s

l

f
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
は
强
烈
な
固
，

主
I

利

讓

f

れ
、
■

規

、ぎ

爲

i

l

貢

i

適

I

f

ず

、
人
I

れ
|
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代
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厂
ニ
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:
'
.
滎
€
べ
格
で
^

^
、
怫

へ

の

信

仰

、
、
他

人

へ

の

p

れ
，を

助

長

す

る

で

あ

ら

ぅ

事

を
®
調

す

、
#.
話

中

の

營

利^'
爲

は

著

者/^
僧 

.̂
で
あ
る
か
ら
#
院
に
^
係
'̂

る
^

^
出
^
に
つ
い
て
が
そ
.の
大
部
,3
:
占
め
る
'^
、
商
打
®
も
出
接
に
^
齡
さ
れ
て
ゐ
る
。

ハ
計
一〕

'

.
、

〕
'<p
T-
1靈
異
fe
J 
,は
雄
略
天
皇
以
降
，
主
も
し
て
平
城
京
^
^:
の
頃
の' 說
同
を
例
と

し

て
し

て

ゐ

る

が

、
，
事

®'
そ
の
時
代 

.

CD
人
％
.は
か
，5
し
|:
零
圍
氣
に
生
活
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
?-
か
0 )

」

の
時
代
に
略
々
照
應
'§
る
v
'
^
o
#
大

寶

か

ら

寶

龜
.
'に
か
妙
て
の
女
レ
.
 

献
を
坎
繫
!:「

大
日
本>

2

文
書J

が
和
る
。
运
ふ
造
も
な
く
足
倉
院
に
保
存
せ
ら
れ
た
文
献
を
中
心
义
せ
る
卞
め
、
も
の
大
部
は
東
木

.J
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-V-

寺
.

0
も
の
で
、
' 勢

沙

當

時

の

人

々

，の

生

活

^>
東

大

寺

を

通

し
.て
_
は
ね
ば
な
ら
ぬ
不
'便
は
あ
る
ゼ
し
1:
も
、
，當
時
の
思
想
、
實
生
活 

,'
を

知

る

ヒ

に

缺

く

事

を

得

な

k

p
 

t
 

)

の
文
書
か
ら
東
大
寺
の
下
級
官
吏
の
商
行
爲
を
先
"つ
摘
出
し
、
次
で
繼
續
的
な
商
对
: @
丨
商
業
に

い
人
つ
て
行
き
た
い
。 

，

■
…

 

1
' 

、
' 

’

,

(

姓

t

ン
列
へ
ば
寺
か
交
易
錢
耘
元
手
と
し
：た
商
行
爲
は
必
ず
儲
か
る
と
云
ふ
が
如
き
で
後
に
觸
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

貸
借
出
擧
に
つ
い
て
は
稱
原
嚴
著 

「

ロ
本
激
S

に
現
れ
た
怫
敎
的
徵
利
論」

S

緯

濟
.
雜
社i

六
六
ン
六
、
昭
和
十f

O

が
あ
る
。

,

'  

i

天
|

^
字
六
年
十
ニ
月
十
六
，日
哭.
都
慈
訓
の
宣
に
ょ
つ
セ1
1部
大
般
若
經
奉
篇
の
企
劃
が
セ
さ
ポ
、
そ
，の
费
用
は
節
|
^
か
ら
下
附 

さ
れ
た
綿
、

「

萬
六
千
四
十
噸
、
祖
布
叭
十
段
、
辛
榧
三
十
五
合
を
以
て
ぁ
て
る
事
に
な
り
、

_
直
ち
に
賣
却
手
續
が
と
ら
，れ
仁
。
一

K

ふ
迄
も 

な
ぐ
故
婢
の
.買
取
に
稻
何
，千
衆
を
以
て
さ
れ
た
と
と0
ー
ノ
3i
u
一
 

l

y(f
f

i

o北
ハ
他
、

'

「

大
口
本
古
文
書」

廿
五
卷
を
通
じ
て
‘、
傭
謂
物 

'品
«
幣
で
.物
^
買
は
.れ
|:
例
を
多
く
見
る
>〕

.と
'が
.̂,
來
る
が
、'要
.の
^
部
分
は
^
を
^
ス

雛

れ
-^
^
方
め
7.1^

:̂
^,
,つ
.
.
.
て
.
.
:

r

Q. 

f 

.
_

で
■
■は
.
. 

同
じ
奴
婢
2

1
具
に
し
て
も
览
幣
何
；
^

を
以
て
評
價
さ
-れ
て
ゐる
o 

C 一一
 
ノ
ー

〗
一
二
一

〕

後
^j

す
る
處
で
為
る
が
：、
年
蛾
京
の
東
西
市
は
金 

g
貨
幣
を
以
可
鼻
勸
の
物
资
ひ
盛

)

な
貝
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
貨
幣
は
平
城
嘀
及
ぴ
^

の
附
觅
マ
帶
の
地
域
で
は
今
や
最
も
便
利
な
る

,
厂
ス
換
財
と
む
て
貴̂
祖

さ

れ

從
f
の
物
品
貨
r
た
り
し
p

-布

で

す

ら

货

幣

を

借

办

る

質

物

と

な

つ

?:(

六
ノ 

ニ-八̂
〕

^
普
及
さ
れ
t:
0 

忽
る
接
時
の
貴
族
及
び
寺
院
の
收
公
寸
る
處
の
、も
の
は
、
卦
戶
ょ
ね
す
る
米
、
綿
、
施
、
，布
な
ど
の

g

物
納
を
原
則
と
し
たo

是
等 

は
勿
論
、
そ
$
そ

の

啓

沿
|

れ
、
亦
-
I
Iゆ
れ
！

如
た
'が
、
他
の
物
か
膝
入
の
じ
め
に

j

部
は
r

し
r
も
货
辦
に
挽
へ
る
必
要

2
あ
つ
た
。
資
4
調
掛
は
紙
等
の
經̂

の
重
要
な
ー
機
構
を
な
し
て
ゐ
ね
，と
想
'

さ̂
れ
,

私
し
て
こ
の
ー
鄙
大
般
若
經
奉
氣
の
資
金
調
，
 

達
は
上
較
纩
規
換
火
に
し
て
、
を
の
手
段€
.明
か
な
點
、.、躲
味
深
い
。
夺
て
そ
、の
、物
品Q
ff
i
,路
.で
あ
，る
.が
、

潤
士 

S
ハ
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泊
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潤
十
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月
こ
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日
い
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上
馬
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下
道
主
ニ
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、
下

綿

ニ

千

屯

內
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費
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の
內
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？
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第
1
1ー|

費

大

3

所
の
，名
も
於
竽
賣
綿
さ
が
も
の
で
|

、
.こ
れ
は
說
明
'上
後
述
す
る
：

第

I,'

の
<
々
費
S

內
落
を
寶
料
綿
不
帳
、

(

十
六
ノ
七
三I
八)

に
ょf

て
表
に
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
り
、
蓮
文
書
の
數
字
レ

，とi

元
金
に I 

致
す
^
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れ
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献
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れ
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な
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西
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